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視線誘導標

生成ＡＩは学習をし新たな答えを創造し回答する県道56号線に設置された視線誘導標

ホワイトアウトで視界不良の県道56号線

R6災害で土砂で覆い尽くされたグラウンド状況
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質
問
　
中
学
校
の
部
活
動
で

は
部
員
数
の
減
少
に
よ
り
他

町
村
と
の
合
同
で
の
展
開
も

あ
る
よ
う
だ
が
、
各
部
活
動

の
現
状
と
、
地
域
展
開
の
動

向
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
の
豪
雨
被
害
に
あ

っ
た
若
あ
ゆ
温
泉
下
の
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ク
ラ
ブ
活

動
の
拠
点
と
し
て
活
用
の
考

え
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
復
旧

計
画
の
方
針
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

町
長
　
文
部
科
学
省
で
は
名

称
が
「
地
域
展
開
」
に
変
更

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
令
和
８

年
度
か
ら
６
年
間
を
「
部
活

動
改
革
実
行
期
間
」
と
し
、

平
日
は
、
先
行
し
て
地
域
展

開
を
進
め
る
地
方
公
共
団
体

の
実
践
例
も
踏
ま
え
、
さ
ら

な
る
改
革
を
推
進
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
の
舟
形
中
学
校
部
活

動
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
部

員
数
の
減
少
に
伴
い
、
近
隣

学
校
と
の
合
同
部
活
動
を
行

っ
て
い
る
の
は
、
野
球
部
と

サ
ッ
カ
ー
部
で
あ
り
ま
す
。

当
町
の
地
域
展
開
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
名
称
を
「
わ
か

あ
ゆ
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
認
定

要
件
を
設
け
て
い
ま
す
。
活

動
拠
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

舟
形
中
学
校
施
設
を
活
用
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
活
用
は
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
復
旧
に
つ
い
て
は
今
年

度
中
に
土
砂
撤
去
等
復
旧
を

完
成
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

舟
形
町
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
の

有
効
活
用
は

Ａ
Ⅰ
活
用
は
重
要
な
手
段

質
問
　
舟
形
町
に
お
い
て
は
、

限
ら
れ
た
職
員
数
の
中
で
、

業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め

に
生
成
Ａ
Ｉ
の
推
進
が
有
効

と
考
え
ま
す
。
他
市
町
村
に

お
い
て
は
生
成
Ａ
Ｉ
を
有
効

活
用
し
た
取
り
組
み
が
多
く

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
町
の

方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
　
当
町
に
お
い
て
も
、

限
ら
れ
た
職
員
数
の
中
で
、

業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
生

成
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
重
要
な
手

段
の
１
つ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
先
行
自
治
体
の

事
例
や
総
務
省
の
通
知
な
ど

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
当
町
に

お
い
て
有
効
な
活
用
方
法
を

慎
重
に
検
討
し
、
進
め
て
い

き
ま
す
。

舟
形
中
学
校
施
設
を
活
用

地
域
移
行
に
よ
る
部
活
動
場
所
の
考
え
は

叶内  昌樹　議員
かなうち ま さ き

動画はこちらから→ ←動画はこちらから

質
問
　
こ
の
地
区
に
は
、
舟

形
小
学
校
や
ほ
ほ
え
み
保
育

園
、
福
祉
避
難
所
（
て
と
て
）

の
他
子
育
て
支
援
住
宅
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和

１３
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指

し
舟
形
中
学
校
も
移
転
す
る

予
定
と
の
こ
と
で
す
。
今
後

は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
送
迎

車
両
の
通
行
や
高
齢
者
運
転

の
車
両
な
ど
が
、
ま
す
ま
す

増
加
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
特
に
、
冬
期
間
は
ホ
ワ
イ

ト
ア
ウ
ト
が
発
生
し
極
め
て

危
険
な
状
況
に
な
り
、
交
通

事
故
防
止
対
策
が
重
要
な
課

題
と
思
い
ま
す
が
、
防
雪
柵

設
置
を
含
め
た
安
全
対
策
の

考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長
　
堤
防
に
防
雪
柵
を
設

置
す
る
こ
と
は
、
支
柱
が
連

続
し
て
堤
防
内
に
入
る
こ
と

に
な
り
、
決
壊
に
繋
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
工
作
物
設

置
許
可
基
準
に
お
い
て
も
許

可
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
防

雪
柵
に
よ
ら
な
い
安
全
対
策

を
考
え
る
と
県
か
ら
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま

え
、
県
で
は
、
令
和
5
年
度

の
冬
か
ら
、
舟
形
小
学
校
線

と
の
Ｔ
字
路
に
発
光
式
の
デ

リ
ネ
ー
タ
ー（
視
線
誘
導
標
）

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
経
過
か
ら
、
防
雪

柵
設
置
に
つ
い
て
は
、
堤
防

決
壊
等
、
重
大
な
事
故
に
繋

が
る
恐
れ
が
あ
り
、
現
状
で

は
、
極
め
て
難
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
山
形
県
警
察
の
デ
ー
タ
に

よ
り
ま
す
と
、
新
庄
舟
形
線

の
亀
割
バ
イ
パ
ス
か
ら
国
道

１３
号
ま
で
の
区
間
の
交
通
事

故
は
、
平
成
２９
年
以
降
、
１６

件
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
当

該
箇
所
周
辺
で
は
０
件
で
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
全
体

で
は
、
特
定
の
場
所
で
事
故

が
多
発
し
て
い
る
事
例
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
傾
向
と
し
て
、

交
通
量
の
多
い
道
路
へ
の
進

入
や
合
流
部
分
で
の
事
故
が

多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
故
状
況
か

ら
、
町
の
交
通
安
全
対
策
は
、

継
続
的
な
啓
蒙
や
注
意
を
喚

起
す
る
標
識
等
の
設
置
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

伊藤  欽一　議員
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防雪柵を含めた
　　　  安全対策は
防雪柵によらない安全対策を考える
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